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5) 福嶋敬宜 30分 de消化器病理の見かたのコツ．YOUNG EXPERTセミナー，web，2021 年 7 月 15 日 

6) 福嶋敬宜 Prof. Rudolf Virchow 

人物像と彼が残したもの．Prof.ウィルヒョウ生誕 200 年記念 PathPort 特別講演会＆談話会，web，2021 年 10

月 23 日 

7) 福嶋敬宜 膵臓病理の見かたのキホンから 

画像と病理の比較のコツまで．第１回  鈴鹿胆膵オンラインミーティング，web，2021 年 12 月 23 日． 

8) 福嶋敬宜 膵病変の病理診断Trend Review ＆ Beyond Blue．第 92 回日本病理学会関東支部学術集会、

第 142 回東京病理集談会，web，2021 年 12 月 25 日． 

9) 池田 恵理子: (演者) 第二部 膵病変の切除体験から学ぶ「術前画像と病理所見の対比に適した病理組

織標本を作るに ？-検体造影・検体超音波検査」. NextTV Symposium 消化器病 Up to date, 東京, 2021 年 6

月 9日. 

10) 池田 恵理子: (ディスカッション) NextTV Symposium 消化器病 Up to date, 東京, 2021 年 6月 9 日. 

11) 池田 恵理子: (発表) 自治医科大学大学院医学研究科進学説明会, Web, 2021 年 11 月 9 日. 

 

12) 三輪田 哲郎, 菅野 敦, 池田 恵理子, 安藤 梢, 長井洋樹, 川崎佑輝, 多田大和, 横山健介, 玉田喜

一, 森嶋 計, 笹沼英紀, 佐田尚宏, 福嶋敬宜: (演者) 遠位胆管に発生したPseudocarcinosarcoma の一例. 日本消

化器画像診断第 72 回研究会, 大宮市, 2021 年 2月 29 日. 


